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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 262,316 5.9 11,987 75.3 11,802 86.1 7,115 124.4
2025年３月期第３四半期 247,764 10.8 6,840 3.7 6,340 △1.5 3,170 △11.1

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 6,552百万円( 118.3％) 2025年３月期第３四半期 3,001百万円(△23.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 204.35 ―
2025年３月期第３四半期 91.07 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 285,671 141,308 49.4
2025年３月期 269,725 137,756 51.1

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 141,257百万円 2025年３月期 137,705百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 41.00 ― 41.00 82.00
2026年３月期 ― 45.00 ―
2026年３月期(予想) 45.00 90.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

受注高 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 420,000 7.3 370,000 6.7 15,000 30.9 14,000 31.8 7,800 20.9 224.02

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 34,818,578株 2025年３月期 34,818,578株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 111株 2025年３月期 36株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 34,818,484株 2025年３月期３Ｑ 34,818,542株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている将来に関する記述は、発表日現在で入手可能な情報にもとづいて作成したものであり、

実際の業績等は今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用の改善や、名目賃金の増加がみられ、景気は緩やかな

回復基調が続いている一方、物価上昇の継続、米国の通商政策をめぐる動向、金融資本市場の変動等、引き続き

状況を注視していく必要があります。

建設市場においては国土強靭化対策等により公共建設投資は底堅く、民間建設投資においても企業の設備投資

意欲が堅調であり、全体として底堅い受注環境を維持しているものの、建設資材価格の高止まりや、労務需給の

逼迫等により、注視が必要な状況が継続しています。また、戸建住宅市場においては、政府の住宅支援策が継続

される中、住宅ローン金利は上昇傾向にあるものの、依然として低位の水準に留まっております。一方、今後の

金利上昇の可能性や、建設コストの高止まりによる住宅販売価格の高騰、実質賃金の伸び悩みにより、楽観はで

きない状況となっております。

当第３四半期連結累計期間の受注高は293,565百万円（前年同期比6.6％増）、売上高は262,316百万円（前年同

期比5.9％増）となりました。利益につきましては、営業利益は11,987百万円（前年同期比75.3％増）、経常利益

は11,802百万円（前年同期比86.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は7,115百万円（前年同期比124.4

％増）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。セグメント利益の

調整額は、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等△4,709百万円およびその他の調整額67百万円でありま

す。

（建築事業）

受注高は146,102百万円（前年同期比4.6％減）、完成工事高は124,556百万円（前年同期比4.2％増）となり、

セグメント利益は7,133百万円（前年同期比177.4％増）となりました。

（土木事業）

受注高は80,390百万円（前年同期比20.7％増）、完成工事高は75,139百万円（前年同期比0.6％減）となり、セ

グメント利益は4,971百万円（前年同期比28.5％増）となりました。

（不動産事業）

売上高は分譲住宅事業の伸張等により62,620百万円（前年同期比18.9％増）となり、セグメント利益は4,524百

万円（前年同期比6.3％増）となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ15,946百万円増加し、285,671百万円となり

ました。

その主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等が1,638百万円、販売用不動産が5,817百万円、不動産事業支

出金が11,315百万円増加した一方、現金預金が1,848百万円、建物・構築物が537百万円減少したことによるもの

です。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ12,393百万円増加し、144,362百万円となりました。

その主な要因は、短期借入金が14,830百万円増加した一方、未成工事受入金が3,962百万円減少したことによる

ものです。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ3,552百万円増加し、141,308百万円となりました。

その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益7,115百万円の計上と配当金の支払2,994百万円により利

益剰余金が4,120百万円増加したことに加え、為替換算調整勘定が597百万円減少したことによるものです。

以上の結果、純資産の額から非支配株主持分を控除した自己資本の額は141,257百万円となり、自己資本比率

は、前連結会計年度末に比べ1.7ポイント減少し49.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2025年５月14日付で公表いたしました数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 35,723 33,874

受取手形・完成工事未収入金等 109,044 110,682

販売用不動産 22,662 28,480

未成工事支出金 1,475 1,969

不動産事業支出金 28,958 40,273

未収入金 2,915 2,380

その他 2,662 3,119

貸倒引当金 △115 △110

流動資産合計 203,327 220,670

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 15,413 14,875

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,156 2,117

船舶（純額） 1,181 1,093

土地 27,757 27,743

リース資産（純額） 195 296

建設仮勘定 113 12

有形固定資産合計 46,816 46,139

無形固定資産

のれん 507 380

その他 927 985

無形固定資産合計 1,434 1,365

投資その他の資産

投資有価証券 7,518 7,598

繰延税金資産 8,061 7,564

その他 2,762 2,521

貸倒引当金 △195 △187

投資その他の資産合計 18,146 17,496

固定資産合計 66,398 65,000

資産合計 269,725 285,671
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 34,801 34,478

短期借入金 15,000 29,830

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 3,635 2,496

未成工事受入金 33,297 29,334

完成工事補償引当金 601 624

賞与引当金 4,706 3,671

その他 9,654 12,932

流動負債合計 111,695 123,368

固定負債

社債 5,000 5,000

繰延税金負債 494 508

再評価に係る繰延税金負債 238 238

船舶特別修繕引当金 64 38

退職給付に係る負債 12,312 12,938

その他 2,163 2,270

固定負債合計 20,273 20,994

負債合計 131,968 144,362

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 797 797

利益剰余金 130,932 135,053

自己株式 △0 △0

株主資本合計 136,729 140,850

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115 194

土地再評価差額金 △1,248 △1,248

為替換算調整勘定 1,864 1,266

退職給付に係る調整累計額 244 196

その他の包括利益累計額合計 975 407

非支配株主持分 51 51

純資産合計 137,756 141,308

負債純資産合計 269,725 285,671



株式会社髙松コンストラクショングループ(1762) 2026年３月期 第３四半期決算短信

5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高

完成工事高 195,115 199,696

不動産事業売上高 52,648 62,620

売上高合計 247,764 262,316

売上原価

完成工事原価 171,509 168,638

不動産事業売上原価 45,058 54,068

売上原価合計 216,568 222,707

売上総利益

完成工事総利益 23,605 31,057

不動産事業総利益 7,590 8,552

売上総利益合計 31,195 39,609

販売費及び一般管理費 24,355 27,621

営業利益 6,840 11,987

営業外収益

受取利息 0 19

受取配当金 56 161

為替差益 93 97

受取賃貸料 68 66

その他 70 140

営業外収益合計 288 485

営業外費用

支払利息 152 250

持分法による投資損失 472 287

その他 163 132

営業外費用合計 788 670

経常利益 6,340 11,802

特別利益

投資有価証券売却益 52 226

その他 1 22

特別利益合計 54 249

特別損失

固定資産売却損 2 ―

固定資産除却損 32 24

特別損失合計 35 24

税金等調整前四半期純利益 6,359 12,028

法人税、住民税及び事業税 2,688 4,450

法人税等調整額 493 456

法人税等合計 3,181 4,907

四半期純利益 3,178 7,120

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,170 7,115
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 3,178 7,120

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △142 78

為替換算調整勘定 △69 △390

退職給付に係る調整額 △16 △48

持分法適用会社に対する持分相当額 52 △207

その他の包括利益合計 △176 △568

四半期包括利益 3,001 6,552

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,994 6,546

非支配株主に係る四半期包括利益 7 5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 119,515 75,599 52,648 247,764 ― 247,764

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,033 0 861 1,895 △1,895 ―

計 120,549 75,600 53,510 249,659 △1,895 247,764

セグメント利益 2,571 3,869 4,255 10,696 △3,856 6,840

（注）１．セグメント利益の調整額△3,856百万円には、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等

△3,933百万円およびその他の調整額76百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 124,556 75,139 62,620 262,316 ― 262,316

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,452 32 870 5,355 △5,355 ―

計 129,008 75,172 63,491 267,672 △5,355 262,316

セグメント利益 7,133 4,971 4,524 16,629 △4,641 11,987

（注）１．セグメント利益の調整額△4,641百万円には、各報告セグメントに帰属しない一般管理費等

△4,709百万円およびその他の調整額67百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年12月31日）

減価償却費 1,477百万円 1,631百万円

のれんの償却額 126 126

３．連結受注高・連結売上高の状況

項目

前第３四半期累計
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期累計
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 153,119 55.6 146,102 49.8 △7,016 △4.6

土木事業 66,592 24.2 80,390 27.4 13,797 20.7

建設事業計 219,711 79.8 226,492 77.2 6,780 3.1

不動産事業 55,682 20.2 67,072 22.8 11,390 20.5

計 275,393 100.0 293,565 100.0 18,171 6.6

売
上
高

建築事業 119,515 48.2 124,556 47.5 5,040 4.2

土木事業 75,599 30.6 75,139 28.6 △459 △0.6

建設事業計 195,115 78.8 199,696 76.1 4,580 2.3

不動産事業 52,648 21.2 62,620 23.9 9,971 18.9

計 247,764 100.0 262,316 100.0 14,552 5.9


